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第6回 在宅あるある会
アンケート結果

令和5年8月22日(火) 開催

参加者 73人
回答者 43人
回答率 58.9％

資料3-2

病院
6人

(14%)

クリニック（医科）
4人
(9%)

クリニック（歯科）
2人
(5%)

薬局
9人

(21%)

訪問看護ステーション
4人
(9%)

居宅介護支援事業所
10人
(23%)

介護サービス事業所
2人
(5%)

介護保険施設・
生活施設
3人
(7%)

包括支援センター
2人
(5%)

その他︓無所属
1人
(2%)

問1 該当する所属機関を1つだけお選び下さい。 問2 所属機関の地域を教えてください。

苫小牧市
41人
(96%)

東胆振４町
1人
(2%)

その他︓札幌市・北広島市
1人
(2%)

問3 該当する職種を1つだけお選び下さい。

ある
35人
(81%)

ない
8人

(19%)

問4 この一年間で在宅医療にかかわったことがありますか。
(依頼や退院時カンファレンスへの参加を含む。)

医師
4人

(9.3%)

歯科医師
2人

(4.7%)

薬剤師
11人

(25.6%)

看護職
7人

(16.3%)

栄養士
1人

(2.3%)

ソーシャルワーカー
1人

(2.3%)

ケアマネジャー
12人

(27.9%)

介護職
3人

(7.0%)

事務職
1人

(2.3%)

介護施設
管理職
1人

(2.3%)

問5 在宅あるある会の時間はいかがでしたでしょうか。

ちょうどいい
41人
(96%)

長い
1人
(2%)

短い
1人
(2%)
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業務時間延長により、途中から参加した為

問7 またその回答を選択した理由について、具体的に教えてください。

とても参考になった
28人
(65%)

やや参考になった
14人
(33%)

どちらともいえない
1人
(2%)

• 薬剤師の始まりから、現在の薬局・薬剤師の
役割まで詳しく説明していただき、参考になりま
した。

• それぞれどんな機能があるのか、どんな働きをし
ているのかが分かりやすかった。

• 在宅での薬剤師の役割がわかったから。
• 対人業務を中心とした新しい業務についてわ
かった。

• 薬局での薬剤師の役割を知ることができた。処
方された薬を受け取ってくるだけではなくもっと積
極的に処方された薬の飲み方なども聞くことが
出来ることや飲み方、栄養の相談などもできる
と知ることが出来たので今後は周りにも伝えてい
こうと思う。

• 栄養ケアステーションの事を知る機会になった。

• 時代とともに、薬局の役割が変化してきているの
が分かった。

• 薬局の機能について不明な点が多かったため。
• 処方箋の薬を出すだけのところじゃないことが分
かった。

• 地域連携薬局の存在を知らなかった。栄養ケア
について相談できることを知った。

• すでに居宅療養管理指導を利用させていただ
いてますが、栄養士との連携など知らなかったこ
ともあったので参考になりました。

• 算定について

問6 今回の在宅あるある会に参加し、『薬局の機能』については参考になりましたか。

既に知っていたのでどちらにも選択できない

問9 またその回答を選択した理由について、具体的に教えてください。

• 薬剤と栄養、環境にも配慮し、多職種との情報共
有と患者様への説明や指導をされているのがわかり
ました。

• 薬剤師さんの業務は知らなかったので、今回のある
あるを通して具体的に知ることができました。具体事
例の紹介が分かりやすかったです。

• 最近は在宅で薬剤管理を受けている利用者様増え
てきているためどのような役割がありどこまで対応して
もらえるのかを知ることが出来た。今後はいろいろと利
用者様がより良く安心して在宅で過ごせるように薬
剤師の方とも情報を共有しながらかかわっていきたい
と思ったから。

• 現在は訪問しながらアセスメントされてケアマネ細かく
報告書送ってもらい情報共有出来て助かってます。

• 多くの業務の中で連携など分かりやすかった。
• 多職種の一員として欠かせないパートナー。
• 毎日の業務と照らし合わせて考えることができた。

• 薬局同様薬剤師の役割についても知らない点
が多かったため。

• 今までケアマネさん経由でお願いすることが多
かったが、処方箋に記入すれば指示として出せ
ることが分かった。

• すでに居宅管理指導を利用させていただいてい
ますが、薬剤師さんと医師とのやりとりなど知らな
かったこともあったので参考になりました。

• 在宅業務の中で、医師への処方提案ができる
と知り、クライアントの薬の相談に活用させていた
だけると思った。

• 実際のあるある事例を通して自分が体験してい
ない在宅業務について知ることが出来たから。

• 様々な職種との連携や情報共有の必要性を
感じました。

問8 今回のあるある会に参加し、『在宅医療における薬剤師の役割』については、参考になりましたか。

とても参考に
なった
25人
(58%)

やや参考になった
17人
(40%)

どちらともいえない
1人
(2%)

問10 今後、薬局・薬剤師に関わってほしい(関わりたい)在宅業務を教えてください。
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飲み忘れ、飲み間違い対策（お薬カレンダー、BOXなど）
多職種との連携・情報交換・共有

患者の状態に応じた調剤（一包化、粉砕、簡易懸濁法など）
残薬の整理・管理

薬の影響をアセスメント
服薬状況、保管方法の確認

服薬指導
医師への情報提供・処方提案

退院時カンファレンス、担当者会議への参加
体調（食事・排泄・睡眠・運動・認知など）の把握

副作用等モニタリング
患者宅へ医薬品・衛生材料の供給

薬剤服用歴管理
医療用麻薬の管理（廃棄含む）

無菌調剤
訪問診療への同行

OTC、健康食品などの販売
その他

※複数回答可 問11 薬剤師の方にお伺いします。今回の在宅あるある会
に参加し、在宅医療に対してどう思われましたか。

問12 薬剤師以外の方にお伺いします。今回の在宅あるある会
に参加し、在宅医療における薬剤師との協働についてどう
思われましたか。

取り組みたいと
思った
1人
(7%)

さらに知識を深めたいと
思った
6人

(43%)

興味を持った
7人
50%

取り組みたいと
思った
6人

(18%)

さらに知識を
深めたいと
思った
11人
(33%)

興味を持った
16人
(49%)
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問13 令和元年に発行された「サービス事業所と薬剤師のためのQ＆A集 苫小牧版」をご存知ですか。

はい
9人

(22%)

いいえ
32人
(78%)

※複数回答可

単位［件］

問14 今後、開催してほしいテーマ研修はありますか。
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在宅でできる検査・処置について

地域でできる食支援について

在宅医療に関わる職種の教育について

在宅医療にかかわる情報共有について

在宅医療にかかわる多職種連携について

病院と施設と在宅にかかわる機関との連携について

在宅での看取り・緩和ケアの実態

問15 今後、在宅あるある会で取り上げてほしい内容があればご記入ください。
• やはり薬剤師目線での講演会はとても勉強になります。
• 医療と介護の連携についてお願いしたいです。
• 栄養指導についてもう少し詳しく知りたかったです。
• 孤独感やうつ等高齢者の心のケアには、どの様に関わっているのか知りたいです。
• 療養居宅管理指導について。

問16 その他、在宅あるある会についてのご意見、ご質問があればご記入ください。

• １０月も期待しております。
• グラフィックレコーディングは初体験でした。質疑応答でもリアルタイムでわかりやすく書いてくれたため、複数の質問に対して
演者が答えている間にも頭を整理して聴くことができました。会議等の進め方に関しても参考になるところが多かったので、
ぜひ今後に活用させていただきます。本日はお疲れ様でした。

• 多職種の話が聞けて再確認、勉強になります。
• 多職種連携の為にご尽力感謝申し上げます。私のような全く知識の無いものにまで参加させて頂きありがとうございます。

講師の藤田先生への質問です。薬剤師の役割として「医師への処方提案」があると言う事を知ったが、在宅高齢者を支援して
いる中で、適切な服薬の援助や確認のためにサービスを導入する場合があるのだが、必ず医師の処方通りの時間で服薬しなけ
ればならないのかと、疑問に感じる時がこれまでもあった。服薬する「本人の状態、ライフスタイル、介護保険などのサービス利用状
況」にあわせた服薬時間を医師に相談したい場面が出てくるであろうことが予想できるのだが、その際には前もって相談させて頂
き、その方の「正しく、確実な、薬の無駄が起きない」服薬について、居宅介護支援事業所と協働して頂くことは可能だろうか︖

Q＆A

Q1

ご質問の内容につきましては、もちろん可能です。
患者さん個々に合わせた薬物療法を行うこと、その患者さんにとって何がベストかを考えることが大切だと思います。
ただし、薬剤によっては服用タイミングが限定されるものもありますので、まずは担当の薬局、薬剤師にご相談いただければと思います。

A1

ケアマネとの直接の関わりはありますか︖お弁当が固いと断ってしまいました。何か提案はございませんか︖（支援１独居の母について）Q2

連携センターから高齢者向け宅配弁当業者に問合せてみました。
「普通食」でもやわらかめに作っていますが、「やわらか食」という入歯・義歯等により食べにくい方へのメニューや、「ムースセット食」という嚙む
力・飲み込む力が弱まっている方向けのメニューもあります。おかずをきざんだりお粥の対応は無料でしています。
また、ご飯を固い状態でお出しすることはありませんが、食べられる時間までのご利用者宅での保管管理が影響する場合もあります。
おいしく、楽しんで食べていただきたいので、ご遠慮なくご相談くださいとその業者の方は話されていました。
提案ですが、複数の業者をお試ししたり、アレルギー等で食べられない食材や要望や体の状態、味付けなど業者の方と気軽に話ができる
関係づくりをされては如何でしょうか。

なの花薬局苫小牧澄川店 薬局長 藤田 真弓

とまこまい医療介護連携センター 本間

A2


